
 

（第２号様式）   
令和５年４月 20日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横須賀大津高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果）  
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 20日実施） 

総合評価（３月 24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒が自ら課
題を発見し、解
決する力や思考
力・判断力・表
現力等を育み探
究する力の育成
を目指した授業
改善を行う。 
 
②時代や社会の
変化に柔軟に対
応できる資質・
能力の育成のた
めの教育課程の
編成に取組む。 

①ICTを効果的に
取り入れ、主体
的・対話的で深い
学びの実現に向け
た組織的な授業改
善に取り組む。 
 
 
 
②77期生の新教育
課程実施を踏ま
え、学校全体で情
報共有の機会を設
ける。 

①授業で活用した
り、組織的な授業改
善を進めたりできる
内容の ICT研修を継
続的に実施するとと
もに、ICT機器の環
境整備を行う。 
 
 
②前期、後期で教科
会にて実施状況を情
報共有し、さらに学
校全体で情報共有す
る。 

①全ての教科で ICT
を利活用した授業を
行ったか。また、生
徒による授業評価に
おいて、深い学びを
実感した人数が昨年
より増えたか。 
 
 
②情報共有により得
た課題等を教育課程
編成にいかすことが
できたか。 

①職員のニーズを踏ま
えて ICT 職員研修を４
回実施した。全ての教
科で ICT を利活用した
授業を実施している
が、深い学びを実感し
た生徒の割合は伸び悩
んでいる。ICT 機器の
環境整備については適
宜行った 
②生徒による授業評価
の結果を踏まえ、教科
会等における情報共有
を行った。 

①生徒が ICT を利活
用して、深い学びを
実感できる授業展開
のため、職員研修を
充実させることが必
要である。環境整備
については引き続き
行っていく必要があ
る。 
②77、78 期生の新
教育課程実施を踏ま
え、学校全体で情報
共有の機会を設け
る。 

①それぞれの授業に教
職員の工夫が見られ、
生徒の ICT 利活用が活
発に行われていた。デ
ィベート等を一層充実
させてほしい。また、
図書室や情報室を活用
し、生徒の情報活用能
力を高めてほしい。 
②学校教育目標を達成
するための教育課程と
してふさわしいもので
ある。今後も見直しを
続けてほしい。 

①教職員対象校内研
修等により ICT を活
用した授業が多く行
われているが、生徒
に考えさせる教材や
授業形態の工夫が課
題である。 
 
 
②生徒による授業評
価の結果を踏まえ、
教科会等における情
報共有を行った 

①教育課程検討委員
会の資料や総合教育
センターの研修資料
等を積極的に活用
し、教職員対象校内
研修充実させる。 
 
 
 
②新教育課程実施を
踏まえ、各教科で情
報共有する機会を設
ける。 
 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①生徒主体の学
校行事や生徒会
活動で培った力
を学校生活や学
習活動に生かせ
る生徒集団を育
成する。 
 
 
 
②部活動の活性
化を図り、安全
面に配慮した活
動や他者に対す
る思いやりのあ
る行動ができる
力を育成する。
  
③健康や安全
に関する学習
活動や支援を
通じ、生徒が
安心して学校
生活を送れる
環 境 を 整 え
る。 

①感染防止対策を
講じ、安全に配慮
した学校行事・生
徒会活動の実現に
向け、行事の工夫
をする。リーダー
の育成や責任を持
って取り組むこと
ができる支援をす
る。 
②部活動の活性化
に向け、部員総会
や顧問総会での安
全面での配慮や規
定順守の共通理解
を図りながら支援
する。 
 
③安全な学校生活
のための各種講演
会、学習会を実施
する。 
学年、教育相談校
ディネーター、SC
の連携をより充実
させ、職員全体で
生徒の支援にあた
る体制構築を推進
する。 

①学校行事・生徒会
活動を通して、主体
性及び自他を尊重す
る態度の育成のため
に時代に合ったルー
ルの作成や共通理解
が得られるバランス
の取れた行事設定を
検討する。 
 
②顧問総会や生徒の
部長会を通して、部
活動の安全対策や部
室管理に係る啓発を
行い、重大事故発生
の防止につなげる。 
 
 
③ICTを有効に活用
し「性に関する講演
会」「交通安全・携
帯電話に関する学習
会」を実施する。 
ケース会議、職員会
議などで課題を抱え
た生徒の情報と対応
の共通理解を図り、
生徒の支援にあた
る。 

①感染防止対策を講
じ、生徒が活動のね
らいやリーダーと
して必要な力を意
識 し て 活 動 し た
か。グループと学
年が共通理解を図
り、リーダーの育成
を支援できたか。 
 
②生徒自身が、部活
動におけるけがや熱
中症などの予防、感
染防止対策に努めた
か。安全面に配慮し
た部活動運営や地域
にも貢献できる環境
の整備ができたか。 
 
③講演会、学習会に
おいて生徒の気づき
や学びがあったか。 
ICTを活用し、職員
全体での情報共有が
効果的にできたか。 

①生徒は学校行事や部

活動に主体的・積極的

に参加できた。主体性

及び自他を尊重する態

度の育成に向けて支援

することができた。 
 
 
 
②顧問総会(1回)や部
活動の部長会(5回)を
通して部室管理や安全
に係る啓発を充実さ
せ、重大事故発生を防
止することができた。 
 
 
③1学年で ICT教材等
を用いた「性」「携帯
電話「薬物防止」に関
する講演会・学習会を
実施し、生徒の知識や
意識を高めた。課題の
ある生徒に対しケース
会議を適宜実施し、情
報共有と課題解決に努
めた。 

①文化祭・体育祭・
球技大会等、学校行
事の感染防止対策を
徹底し、安全に配慮
した教育活動の実現
に向け、生徒を見守
り、支援体制の整備
を進める必要があ
る。 
 
②命の尊重・感染防
止対策・ケガの対処
についての理解が深
められるような機会
を設ける。 
 
 
 
③より有効な ICT 関
連の教材や外部の人
材の開拓を推進す
る。 
教育相談コーディネ
ータ、ＳＣなどの組
織や役割を明確にし
ていく必要がある。 

 

①②感染防止対策を講
じ、文化祭・体育祭が
実施できたことは、生
徒・保護者にとって有
意義であった。今後
は、新型コロナ感染症
と共存し教育活動を行
ううえで、感染防止へ
の意識が薄れないよう
指導する必要がある。 
部活動や委員会をとお
して指導を続けてほし
い。 
 
 
 
 
 
③教育相談に係る生
徒・保護者への対応を
丁寧に行っていること
は評価する。令和５年
度は、SC、SSW の配置
が増え、より充実した
生徒支援が実現できる
よう期待している。 

①生徒は文化祭・体

育祭・修学旅行等の

学校行事や部活動に

主体的・積極的に参

加できた。次年度は

行事の時期を大きく

見直して実施する。 

 

 

②部活動において、

科学の甲子園等外部

のコンテストへの初

参加など、主体性及

び自他を尊重する態

度の育成に向けて支

援することができ

た。 
③講演会・学習会を
実施し、生徒の知識
や意識を高めた。課
題のある生徒に対し
ケース会議を適宜実
施し、情報共有と課
題解決に努めた。SC
や SSW と連携し適切
な支援を行った。 

①年間行事予定にお
いて学校行事を大き
く見直し、安心・安
全な行事の実現に向
け３月から生徒会執
行部を中心に準備を
進めている。 

 
 
 
②感染防止対策を講
じ、部活動等の学校
外での活動を生徒に
紹介し、積極的に参
加を進める等の指
導・支援を行う。 
 
 
③SC、SSW の配置が週
１回となることを踏
まえ、教職員対象研
修の実施、生徒・保
護者への 周知を行
い、教育相談の充実
を図る。 

３ 進路指導・支援 

①進路や将来の

展望に対する、

自己の高みを目

指した目標設定

及びその実現へ

の支援を図る。 

①生徒自身による
現状分析を定期的
に行い、学習時間
の確保へとつなげ
る。 
 
 

①生徒自身が学習計
画と実際を把握でき
るシート等を作成す
る。 
 
 
 

①ワークシートを作
成し、活用した指導
ができたか。 
 
 
 
 

①進路 DAY や模試等を
利用し、生徒自身に現
状分析をさせたが、そ
の時だけの分析に留ま
っている。 
 
 

①定期的な定点観測
から日常的な観測・
分析をするため、学
年団・教科担当のこ
まめな声かけと共通
認識に基づく支援が
必要である。 

①３年間の計画的な進
路指導により、高い目
標を掲げ、努力する生
徒が増えてきており、
後輩への励みになって
いる。 
 

①生徒自身による現
状分析を定期的に行
うことにより、第 1
希望の実現につなげ
ることができた。多
様な進路に応じた個
別支援を充実させる

①生徒自身による分
析を年間計画に位置
付け、３年間を見通
した計画の作成を、
進路グループを中心
に行う。 

 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 20日実施） 

総合評価（３月 24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

②教育情勢を的
確に把握し、適
切な情報の収集
と周知、共有に
努めるととも
に、組織的な支
援体制を構築す
る。 

②学年と教科の縦
横断的な指導体制
を深め、低学年時
から将来について
の意識を喚起し、
向上心を養う。 

②ファインシステム
を導入し、活用す
る。 
教科指導と進路指導
を両輪として、「実
力」と「情報」を身
に付けさせる。 

②模試分析会の充実
（教科の分析の充
実）ができたか。 
適切な情報の精選と
紹介ができたか。 

②模試分析会を中心
に、教科指導と進路指
導がリンクする場面が
増えてきた。 

②生徒一人ひとりの
状況について、教員
同士が効果的に情報
共有し個別理解をす
る方策を考える必要
がある。 
 

②外部の業者資料等を
適切に活用し、生徒を
支援してほしい。 

必要がある。 
②模試分析会等の情
報を、教職員が進路
指導に適切に生かす
ことができている。 

②ICT や教育情報を活
用し、生徒のニーズ
に沿って分野別に、
進路の現状や最新情
報を効率的に収集
し、提供する方法を
検討する。 

４ 地域等との協働 

①生徒に地域の
一員であるとい
う意識を持たせ
地域と協働する
ことで信頼され
る学校づくりを
行う。 
 
 
②「いのちを守
る」ために主体
的に行動する態
度の育成を目指
した防災教育を
実践する。 

①生徒が安心して
学校生活を送れる
環境を、地域や保
護者と協力して作
るとともに、生徒
の主体的な地域貢
献活動を推進する
ための方策を検討
する。 
②「いのちを守
る」ための主体的
な防災活動・教育
活動等を設定す
る。 

①PTAと行っている
登校時の交通安全指
導を、生徒支援Ｇの
登下校指導と連携し
て行う。活動支援Ｇ
と連携し生徒の主体
的な地域貢献活動を
実施する。 
 
②生徒が場面に応じ
て安全な行動をとる
ための実践的な避難
訓練を行う。 

①PTA と協力した登
下校指導ができた
か。生徒の主体的な
地域貢献活動が昨年
度より増えたか。 
 
 
 
 
②実践的な避難訓練
を行ったか。避難訓
練において生徒の気
づきや学びがあった
か。 

①PTA、生徒支援部と
協同して 5/11・10/5に
朝の挨拶運動を行っ
た。地域貢献活動とし
て、学校周辺の落ち葉
拾いを中心とした清掃
活動を行った。 

 
 
②学年別避難訓練を実
施し、避難経路の早期
確認を行った。登下校
における安全確保のた
め、警察署と情報交換
や巡回などの依頼を適
宜行った。 

①挨拶運動は PTA、
地域住民と生徒とが
接点を持つ機会にな
るので継続する。地
域貢献活動の時期以
外でも、環境委委員
と共同で、学校周辺
の清掃活動を行う。 
 
②避難経路の確認に
終始してしまい、実
践的な訓練には至ら
なかった。警察署や
交通機関との情報共
有をさらに密にす
る。 

①②今年度は町内会と
小学校が連携し防災に
関する取組が行われ
た。今後は高校とも連
携した取組を再開した
い。PTA は挨拶運動・
自転車点検等で学校と
連携が図れた。今後も
PTA として様々な面で
協力したい。 
 

①PTA、生徒支援部
と協同して朝の挨拶
運動、自転車点検を
行った。地域貢献活
動として、学校周辺
の落ち葉拾いを中心
とした清掃活動を行
ったが、新型コロナ
の影響で町内会との
連携は図れなかっ
た。 
②避難経路の確認に
終始してしまい、実
践的な訓練には至ら
なかった。 

①校史資料室を活用
し、同窓会との連携
を図り、生徒・保護
者へ学校の歴史を伝
える等、同窓会と連
携する。 
 
 
 
②他校の情報 を収
集、総教Ｃの防災研
修の資料等を活用
し、より実践的な防
災訓練を計画する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①施設、設備の
管理を徹底し、
生徒の学習環境
をより向上させ
る。 
 
 
②学校全体で校
内美化に取り組
み、生徒自身に
環境整備に参画
する意識を持た
せる。 

①施設・設備の日
常点検を行うとと
もに、改善箇所の
迅速な対応を行
う。 
 
 
②コロナ禍におけ
る新しい生活様式
への生徒の意識と
理解をより深め、
自分で考え環境を
よりよく整えてい
く実践力を高め
る。 

①安全確保、環境整
備の為に施設・設備
の日常的な点検を行
うとともに、修理や
改善、物品の補充等
に迅速に対応する。 
②コロナ感染対策を
意識しながら私物の
管理整頓や清掃活動
を行うことにより生
徒の意識と実践力を
育てる。 

①施設・設備の問題
点に関して迅速に対
応できたか。 
 
 
 
②校内における換
気・消毒等の感染対
策が徹底できたか。 
校内の廊下・階段等
の清掃状況、教室や
部室における生徒の
私物の整理状況が昨
年度より改善された
か。 

①計画的な机・椅子の
購入計画に基づき、教
室や体育館の机や椅子
の修繕、購入をした。 
 
 
②教室、昇降口、洗面
所等に手洗い洗剤、消
毒液を備えた。資料
「コロナ禍における新
しい生活様式」を作成
した。掃除場所分担職
員、クラスの組織図を
作成し校内清掃を実施
した。 

①今後も計画的に修
繕や購入をしていく
必要がある。 
 
 
 
 
②地域の新型コロナ
関連状況を把握し、
県の指針の即した
「新しい生活様式」
を策定し、職員、生
徒に周知、実施す
る。 

①②トイレ改修工事に
より生徒の学習環境が
改善された。次年度は
PTA として環境整備に
協力できるよう準備す
る。 

①トイレ改修工事や
給水器の活用等、安
全面・衛生面に配慮
し、計画的に環境整
備を行う必要があ
る。 
②生徒の生活動線に
沿って手洗い用洗
剤、消毒液を効果的
に備えた。資料「コ
ロナ禍における新し
い生活様式」を作成
した。掃除場所分担
職員、クラスの組織
図を作成し校内清掃
を実施した。 

①施設・設備の管理
に関して、生徒、保
護者、教職員に情報
周知し、安全面や環
境問題に対する意識
を高めることにつな
げる。 
②生徒の委員会を活
用し「新しい生活様
式」を適切に実践す
るとともに、自分で
考え、自ら環境を整
えていく意識を高め
る。 

 


